

令和７年度　指定管理者事業評価（案）資料１－２

	施設名
	障害福祉センター　松風園

	指定管理者
	社会福祉法人大和しらかし会　春日　惠美子

	報告期間
	令和７年４月１日～令和８年３月３１日

	指定期間
	令和７年４月１日～令和１２年３月３１日

	施設所管課
	あんしん福祉部　障がい福祉課

	評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか

	【第１松風園事業】
事業計画における基本方針に基づき、「こども・家族への質の高い支援の確保・充実」に向けて、看護師を配置し医療的ケアにも対応するなど様々な取組みにより利用児や家族の支援を充実させ、障がいの程度によらず平等な利用促進かつサービス向上に努めており、仕様書及び事業計画に沿った運営がなされています。（計画P10→報告総論）
・ 中核機能①として、臨床心理士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、音楽療法士、看護師、保育士等の専門職員を配置し、様々な障がい特性に合わせて細やかな支援を行うことができる体制を整えることで、平等な利用の確保及びサービスの向上に努めていることは評価できます。（報告P31.33、概要P3-4）
· 個々の利用児の行動観察、理学療法による運動発達に対する支援、作業療法による日常生活を支える体の使い方や道具の使い方についての支援等により、利用児支援の充実を図り、更に家族支援として情報共有することを行っている点は評価できます。（概要P3,4）
・	親子通園を通じてこどもへの共通理解を図り、関わり方などを一緒に考える機会を設けるとともに、個別面談、家庭訪問といった家族支援プログラムや、家族参観、懇談会や講習会等を活発に実施している点は高く評価できます。（報告P34、概要P5）
・ また、家庭生活や卒園後の生活に向けた本人、きょうだい児や家族の支援など幅広い支援を行っている点は評価できます。（報告P34、概要P2）
・ このほか、検診にあたり人形の活用や事前練習の設定等、通所する児童が安心して受診できるよう支援したことは評価できます。（概要P4）

【第２松風園事業】
· 事業計画書における基本方針に基づき、「利用者や家族が安心・安定できる有益な支援の提供」に向けて、利用者送迎サービスの充実や意思決定支援により、一人ひとりに応じ、平等な利用促進に努めており、事業計画に沿った運営がなされています。（計画P20→報告P64、概要P11,12）
・ 利用者送迎事業を実施することにより、いわゆる８０５０問題と言われるご家族の高齢化や社会環境の変化を踏まえ、積極的に取り組んでいることは評価できます。さらに、単独での通所が困難な重度障がい者のみならず、グループホーム利用者についても送迎事業の対象にすることにより、平等な利用促進かつサービスの向上に努めている点について高く評価できます。（概要P11）
· 仕様に基づき、看護師、臨床心理士等の専門職員を配置し、利用者の特性に合わせた細やかな支援を行うことができる体制を整えることにより、平等な利用の確保に努めている点は評価できます。
· いまだ新型コロナウイルス感染症の影響など変化のある受注環境のなか、継続してテレビ台部品の袋詰め等を受注することにより、利用者の社会参加の機会を提供し、工賃を支給することで、報酬を得る喜びを感じてもらえるよう取り組んでいることは、利用者のサービス向上につながっていると評価できます。（概要P10）
· サービス向上のため、家族会や個別面談を通じて利用者や保護者から意見聴取はもとより、オンブズパーソンを交え要望や不満なども傾聴し、サービス向上に努めている点は評価できます。（概要P12）
· 利用ニーズを踏まえ、土曜日の開所を継続し、結果として開所日数の維持、延べ利用者数の向上に努めている点は評価できます。概要P8,9）
· 第１松風園で始めた、良い支援を他の職員と共有するニコリホットについて、昨年の評価委員会における第２松風園での実施提案を受け、即時導入しサービス向上や職員のモチベーション向上に活かしたことは高く評価できます。（概要P12）
【共通】
・ 法人内で研修会を実施し、常に職員の資質向上に努めている点は評価できます。
・ 社会参加の一つとして市内巡回作品展の実施や美術展に出展し、利用児者の制作意欲向上や自信に繋げる活動を積極的に継続していることは評価できます。（概要P13）
・ 食事の提供に関して、嚥下、咀嚼機能の課題や、アレルギーのある利用者等、様々な配慮が必要となる中、個別に配慮した食事を提供している点は評価できます。さらに、食事の提供に留まらず、理学療法士等の専門職員とも連携し、摂食機能の向上、偏食対応等、利用者の食事の幅が広がるような取組みを実施している点は高く評価できます。（概要P12）
・ 地域支援として学生の実習、他事業所等の研修見学の受入れ等に努めていることは、担い手不足といった社会情勢を踏まえた積極的な姿勢であり高く評価できます。（概要P13）

【独自事業】
・ 保育所等訪問支援事業及び障害児相談支援事業を行い、児童発達支援センターとしての専門的機能を活かした効果的な事業実施に努めている点は評価できます。
・ 保育所等訪問支援事業では、保育所、幼稚園、認定こども園、小学校、特別支援学校等幅広く訪問を実施し、専門的支援を行っている点は評価できます。
・ 障害児相談支援事業では、特に専門的な支援を必要とする利用者への支援を積極的に担っている点は高く評価できます。


	評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか

	【第１松風園事業】
· 事業計画における基本方針に基づき、「こども・家族への質の高い支援の確保・充実」および「地域全体の障害児支援体制の強化」に向けた様々な取組みが実施されています。令和７年度からは地域障害児支援体制中核拠点として、以下の機能強化が図られました。
①幅広い高度な専門性に基づく発達支援・家族支援機能
②地域の障害児通所支援事業所に対するスーパーバイズ・コンサルテーション機能
③地域のインクルージョン推進の中核機能
④地域の発達支援に関する入口としての相談機能
これらの機能発揮により利用児や家族及び地域に対し、児童発達支援センターとして専門的な支援が効果的に行われており、仕様書及び事業計画に沿った運営がなされています。（計画P10→報告総論）
· 従来からの通所児童に対する支援という機能に加え、児童発達支援センターの地域における中核的な役割である②③④を担うべく、相談支援専門員や臨床心理士等専門職を活用し充実に取り組んでいることは高く評価できます。（概要P5～7）
· 近隣の保育園との交流保育や、遠足やうんどうあそび発表会などの行事を実施することにより、利用児の社会経験拡大や、家族とともに個々の成長を確認する機会を提供した点は評価できます。（概要P2,7）
· 地域の拠点としての役割を担うため、オンライン開催等実施方法を工夫しつつ、地域住民や保護者を　対象とした地域生活支援公開講座や自閉症療育講座を実施している点は評価できます。（概要P5,6）

【第２松風園事業】
· 事業計画書における基本方針に基づき、「利用者や家族が安心・安定できる有益な支援の提供」に向けて、個別支援検討会議の定期的な開催や、理学療法や作業療法による専門的見地より重度障がい者支援を実施するなど、一人ひとりに応じた支援に努めており、事業計画に沿った運営がなされています。（計画P20→報告P63,64）
· 理学療法士及び作業療法士による身体機能の評価と機能訓練を実施し、利用者個々にあわせたストレッチやマッサージの指導のほか、食事姿勢、摂食嚥下についての専門的な助言や、自助具の工夫といった助言を実施している点は評価できます。（概要P11）

【共通】
· 地域ボランティア受け入れや地域交流を通じて地域とつながる機会を提供していることは、評価できます。（概要P13）
· 令和７年度も、松風園まつりを開催しました。開催に際し、多くの福祉関係団体、民間事業所、学校、消防団等の協力を得ることにより、地域交流の場として役割を果たしたことは評価できます。（概要P13,14）
· 大和市地域防災計画において福祉避難所に指定されていることから、令和７年度に市とともに福祉避難所に係る運営マニュアルの策定や設置、運営などを検討し、「松風園福祉避難所運営マニュアル」を策定しました。（概要P14）

【独自事業】
・ 保育所等訪問支援事業を実施し、地域の障がい児等の集団生活の場における安定した利用を促進するための支援を行っている点は評価できます。
· 第１松風園及び第２松風園を有効に活用するため、両事業の空きスペースを活用し、日中一時支援事業を実施しています。第１松風園においては、保護者の就労支援やきょうだい児との時間確保などのニーズに応じて実施できています。第２松風園においては、家族のレスパイト、利用者の余暇時間の充実や社会活動支援となっています。第１松風園、第２松風園の特性を活かし、利用者のみならず家族の支援につながっている点は評価できます。
· 第１松風園の待機児童や他の幼稚園・保育園に通園している児童を対象として、児童発達支援事業を実施している点は評価できます。


	評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか

	【施設の維持及び管理】
· 『公共建築物「管理マニュアル」』に基づく定期点検を実施しており、適切な施設の維持管理が行われています。
· 「大和市環境マネジメントシステム」に基づき、環境に配慮した施設運営が行われています。

【防災の取り組み】
· 自衛消防訓練（火災や地震を想定）を定期的に実施しています。
· 利用児者と職員分１９０名、３日分の防災食及び防災用品を備えています。


	評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか

	· 関係団体の主催する研修会や外部研修に職員を派遣する等職員の資質向上に努めています。また、研修内容は職員会議で報告し、情報の共有化を図っています。
· 国の配置基準を上回る人員を配置しており、施設の安定管理に資すると判断しています。
· 事故報告やヒヤリハット等は全て法人の各委員会に報告と共有がされ、振り返りや対策の共有を行っております。内容により外部機関へ報告がされており、適切な事業運営が行われております。
· 令和７年度と比較して資金収支差額は減少しているものの、受託収入である指定管理料の増額や各種加算の取り入れなどによる給付費収入が増加しているため、安定した経営状況と判断しています。






